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社会教育と結びついた

環境教育システムの開発

iii｢大阪府立＝l盃１１莅満等学校紺野昇

(2)土晒日を活用した校外活動での連携

平成MII§庇から完全週５１]制が始まり、土UiK日

の生徒のすごし刀がｉ];1]されている。このロを利

！Ⅱして、ili民川(ｲﾐの活動への生徒の参力Ⅱや、環境

に１１Uわるフィールドワークなどを設け、地元地域

とのIUわりを深めることができる。ここ数年、西

淀川あおぞらⅢ|;１１の活lIiI1に、地元Iij学生が多数参

iⅡＩしている。

(3)活動支援として学校施設や教材の提供と交流

小さい規模の717足満11111グループでは、活動基盤

が終っていない場合がある。そのため、活動場所

として学校脳i役のｌｌＩｌ放や、活動lAj容に学校牧育で

端った児iir・生徒のlH灘方法を提供し、辿挑する

ことも必要である。北大阪で小・IIn学生の野外活

lIi1jを行っているＮＰＯ「スベースシヅプ」とのｌｌｌＩ

で、’'1:ｲ12皮からHf外iiliIIiIjJl‘例を指灘する辿携を1;１１

姉した.

１はじめに

ＩＩＬｲI【の学校教frには地域にiHIかれた学校教育が

求められておI)、学校と地域社会との連携がより

-.肘必饗となっている。このような視点で環境教

而を見ると、地域の１１jには環境llIj題に収I)組む市

民1F１１体（ＮＰＯ）などの活動グループがあり、ま

た環境鋏Yiに活川できる社会施設も多数繁Miされ

ている。これらの澗肋、体との迷鵬、及び社会施

般の活川を121つた学MlliiIi動は、社会教育と結びつ

き、IWl境牧ｆｒのよ')一噸の拡大が期待できる。

本川i究では、小学校から商校までの発逆段階に

応じて、社会敬育をIlXI)込んだ学習システムを検

iM･し、その辨礎づくりをねらいとした。

３環境教育における社会施設の活用

Ｉ]治体は、lX11Il:館・溢料館・博物館など多くの

社会紋7r施投を役けている。大阪Ilf内の施設のう

ち、「大阪ili虻環境学判センター」「下水道記念館」

「現境リサイクルセンター」など10あまりの施設

をjlXn上げ、その施役の紹介とともに、小学校か

らilqlj核までの発進段ljHrに応じた活lIIzji案を前述の

ホームベージにlUjlItした。

什施i没のもつ特色と、その施設を利川する環境

敬行の拠点をlｻﾞjlili1にし、学校での活１mが拡大され

ることをねらいとして、多様なIi1i報の礎供を図る

システムをＩｌｌｉ難した。

２環境市民団体との連携

現ｲl;、全凶には非営利目的の市民活動、体（Ｎ

ＰＯ）が多数活IMIしている。その中に{よ、地域代

斐としてiiijiLの|n点から環境iMj題に関わる糾識が

少なくない。今１１１，教L1.41§徒と環境TlTjf団体と

の交流をねらいとして、インターネットのホーム

ページに環境保全を活動l]n9とする市民団体（大

阪をi''心）を紺介するサイト（h【Ip:"www,２j

bigIobC､nCjp八alnky(》/）を立ち]Zげた。

３)j末XIMl:、このサイトにはＮＰＯを含む16の

環境ilj蝿!ｌ1体を紹介しており、各lili体が取り組ん

でいる↑iIiiM艇供を行い、学校教育に活lIjできるＷｉ

ｆｌｌネットワークシステムを目指した。

ﾆｵしらのiiW鋤'１１体と学校との'111には、３つのタ

イプのjLlllがTﾘ能で、そのいくつかを実践した。

(1)総合的な学習の時間を場とする連携

新学ｌｖＩｌＨ蝋要釧の学校改峨の柱の一つである

「総合n9な学F1のⅡ#ⅢI」で、地元llj民の活jMlを紹

介し、地域とともに学び活動する児賦・生徒の能

ﾉjと態皮のｆｆ成をl叉1る゜岡校での実践では、石川

を守るilj比剛体に;jiiiiiを依頼した。その結来、生

徒が身近なiOﾘ川について科学的に考える機会とな

り、祉会へのlii}１１i愈識の満場に役立つたこ

４まとめ

今lulの実lUUUf先のねらいの一つは、学校におけ

る社会牧7｢のWililの拡ｚｋをねらいとするＷｊ報ネッ

トワークのJ,:樅づくりである。そのため、ホーム

ページでの↑IYM1交流を1iな下段とした。今後、市

民卜Ⅱ体との１１Uわりをj、して、よ')多様な社会教育

の活1ilの在り〃を検,}'し、このサイトの充実を図

るこ】易定である《）

蕊境歎かｖｏＬｊ３」


